













　（1）　 話 者 が 感 じ る 負 担 の 度 合 い が 要 因 と な っ て 選 択 さ れ る（Coulmas, 1981; 
Greenberg, 1980; Kotani, 2010; 三宅，1993; 森山，1992; 西川，1986; 岡本，1992; 
佐久間，1983など）

















































































































































　SI 理論における role-identity とは、インターラクションにおいて参加者（interactants）
がその場面に相応しいと判断した各人の取る立場を示す。Identity という用語は、社会科
学の様々な分野で使用されているが、SI においては、identity は、“a situatedness of the 
person in terms of standing in the context of a particular social relationship or group”
（Gecas and Burke, 1995: 45）と定義されている。そして、identity は相互作用として生起
するものであって、参加者が本来所有しているものではないと主張する。又、role という
用語も identity と区別されており、identity が抽象的なシンボルとして個々の心中で生起














立つのが role だと思っている人もいる。つまり、role performance が個々によって異な
るということもあり得るのである。





的距離を示すために丁寧体に切り替えることもある（いわゆる speech-level shifts のこと
である。例：Cook, 1996a,b, 1997, 2008; Geyer, 2008; Ikuta, 1983; Megumi, 2002; Okamoto, 
1999, 2009）。つまり、インターラクションで起こる言語現象は、個々の参加者の心理的変
化に伴って変化するのであるが、それを Obana（2012）は interactional roles と名づけた。
次節では、この interactional roles を利用して、感謝の意を表す「ありがとう」と「すみ
ません」の選択基準を探索する。
Ⅳ　Role-identity 範囲と「ありがとう」「すみません」の使用基準
　Role という用語は日本語では「役割」と訳されているが、SI における role は「職務、責任、
義務」という「役割」だけに言及しているのではない。インターラクションにおいてある
identity を認知し、それが行動として現れたものが roles であるとする。つまり、roles と
は identity を表現するものだから、その中にはいわゆる職務的役割も含まれるが、それ以
外に言葉の選択、ふるまい、ジェスチャー、服装、アプローチの仕方など様々な行動の種




　下記の図 1 は、インターラクションにおいて起こり得る自己と他者の role-identity の




領域を示したものである。それには、（A）自己の role-identity の範囲、（B）他者の role-
identity 範囲、（C）自己の role-identity を超える領域、及び（D）自己が他者に期待する
role-identity の範囲が挙げてあるが、この四つの範囲が「ありがとう」と「すみません」

















































































　　仮説 2 ： 自己の role-identity の範囲の管理を超えている（と思っている）行為を他者
が遂行した場合、「ありがとう」が現れやすい。
　次に図 1 の（B）「他者の role-identity 範囲」について述べる。他者の roles 範囲とは、
他者が認識し、制御している領域を示す。祝いの言葉やお世辞、褒め言葉というのは、他






とで、これは Goffman（1981）の footing 4）と同様である。図 1 の「自己」から見れば、（B）
は他者の領域 identity-roles である。そして（B）の範囲から表出する行為に対しては「あ
りがとう」と感謝の意を示す傾向にある。









































　　仮説 3 ： 他者の role-identity 範囲に包括されている行為が遂行された場合には「あり
がとう」が使われる。ただし、自己が期待する他者の role-identity がすでに
確立している場合は「すみません」が使われやすい。












脳に貯蔵されていくと述べている。Sandstrom et al.（2010: 145）によれば、社会の相互
作用（interaction）で、参加者は、何が起こっているのか一瞬にして察知し、その場面が
どういう意味を持つのかをお互いに明確にするという（“We arrive at agreements about 
this definition of the situation”）。そして、その場面において自己はどういう identity を
提供するのかを判断し、それに相応しい自己表現（roles）をするのである。もちろん個
人の経験や環境の違いによって、roles も異なるであろうが、社会のインターラクション
における role performances は共通の要素が多く、またお互いに共有する期待（shared 
expectations）も存すると言う。
　言語現象も identity を表現するひとつの手段である。本稿では、感謝表現としての「す
みません」と「ありがとう」の選択基準を探知するために、SI の role-identity のあり方
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て、自己の取り得る identity は刻々と変化すると主張する。Identity とは「自己が他者に
対してその場面でどのような役割、立場、態度、スタンス」を取るのかという意味で、そ
の identity が role performances として実際の言動に具現して示されるのである。
　「ありがとう」と「すみません」の選択は、この role-identity に関係しているというの
が本稿の主張である。自己が認識している role-identity の領域及びそれを超えた領域、他
者が認識している role-identity および自己が他者に期待する role-identity という 4 つの領
域を設定し、それぞれの行為がどの領域に当てはまるのかという判断に従ってこの定式表
現の選択がなされると主張する。また、この領域は社会的な普遍性を持っているとはいえ、
個人の主観的な領域もあり得るので、個々による認識領域の差が定式表現の選択の揺れと
なったり、両方とも使用し得るという事実にも言及する。
